
２０１５年度（H２７） ２０１６年度（H２８） ２０１７年度（H２９）

建
設
緑

政
局

川
崎
区
役
所

２０１４年度（H２６）

効 率 的 な 放 置 自 転 車 の 撤 去

自転車マナーアップ事業の推進／関係機関等と連携した啓発活動

新川通り代替駐輪場整備に向けた取組 調査・基本設計・詳細設計

区内では交通ルールやマナーを守らない自転車利用

者が多く見受けられる

全交通事故に占める自転車関係事故の割合が

約40％と県下で１番高い

県から「自転車交通事故多発地域」に指定されている

■区内の自転車事故の現状と課題

■今後の主な取組

自転車事故防止に向けた各教室、

啓発活動の充実・強化

◆高齢者の自転車事故防止に向けた

交通安全教室等の拡充

◆スケアードストレート方式による交通

安全教室の拡充

◆小学生等を対象とした自転車教室の

開催

■区内の放置自転車の現状と課題
これまでの撤去活動や利用駅転換キャンペーンなど

により、区内の放置自転車台数は、次表のとおり、平

成22年度の3,223台から平成25年度には1,854台へと
約43パーセント減少

午前から昼間にかけての放置自転車数は減少してい

るが、夕方から夜間にかけては減少していない

第一京浜国道沿い歩道上の放置自転車対策の検討

■平成２５年度までの取組

駐輪場利用駅転換

キャンペーン

川崎駅東口周辺駐輪場に集

中する自転車利用者に最寄

り駅駐輪場への利用を促す

広報・啓発

自転車ルール・マナーアップ

ＤＶＤの作成・配付による啓発

・アゼリアビジョンでの放映

・区内全小学校への配布

・町内会等への貸し出し

川崎区交通安全子ども

自転車大会の開催

スケアードストレート（恐怖の直視）

方式による交通安全教室の開催

（平成24年度まで年１回 平成25
年度から年３回）

自転車教室の開催

（各小学校で年１回程度）

自転車マナーアップ

リーフレットの作成（隔

年）・配付

※１

全人身

交通事

故に占

める割

合

※２

全死亡

事故に

占める

割合

■１０年後の

めざす姿

自転車・バイクの将来

需用がピークを迎える

中、放置自転車の撤

去や広報・啓発活動

等の推進により、区内

の放置自転車数は減

少しており、良好な通

行環境が築かれてい

る

区内における自転車

と歩行者の通行量が

多い箇所において、

自転車通行帯が整

備され、安全で快適

な通行環境が整備さ

れている

自転車マナーアップ

事業の継続により、

自転車利用者に自転

車事故防止に向けた

交通安全意識が徹底

され、自転車事故の

件数が減少している

放置自転車の減少と駐輪場の利

用促進の啓発活動

◆路面シートによる啓発

・小学生の絵画を印刷した路面シー

トを使用した啓発

◆市民ボランティアとの協働による街

頭啓発

◆自転車販売店を通じた、自転車購

入者へのリーフレット配布による啓発

◆自転車押し歩きキャンペーンに合わ

せた啓発とアゼリアビジョンでの駅前

押し歩きや放置自転車禁止の広報

◆ＤＶＤを活用した自転車駐輪場所や

安全利用の啓発

◆第一京浜国道沿いの放置自転車対

策の検討

◆休日撤去拡大

◆放置自転車の夕方・夜間指導の試

行的取組

◆放置自転車の夕方・夜間撤去に向

けた関係部署との調整

路面シート（小学生絵画）による啓発事業の調査・検討／市民ボランティアとの協働による街頭啓発及び自転車販売店を通じた啓発／加害者となった際の賠償等の周知/

押し歩きキャンペーンに合わせた啓発活動／ＤＶＤの活用・アゼリアビジョンへの放映／市役所通り自転車通行帯の通行ルールの順守・マナー向上の啓発

放置自転車の撤去

自転車等駐車場への誘

導

※写真は新羽駅周辺

※写真は市役所通り自転車通行帯

※
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る

交
通
事
故
の
再
現

※整理誘導員による駐輪場への案内・誘導

【川崎区内自転車関係事故発生状況】

年　別 発生件数
構成率
※１

死者数
構成率
※２

平成25年 335件 41.0% 5名 41.7%

平成24年 369件 39.3% 1名 20.0%

平成23年 385件 39.4% 2名 22.2%

平成22年 393件 41.9% 3名 50.0%

平成21年 396件 38.5% 2名 40.0%

　　　　　　      【放置自転車台数の推移】

740台
川崎区合計 3,223台 3,012台 2,363台 1,854台
その他の駅 1,661台 1,331台 1,105台

八丁畷駅 390台 549台 458台 451台
257台

川崎駅東口 746台 500台 350台 406台
川崎大師駅 426台 632台 450台

2013年度
（H２５）

2010年度
（H２２）

2011年度
（H２3）

2012年度
（H２４）

【川崎区内交通安全教室等実施状況】 （単位：人）

実施 参加者

回数 総　数 幼児 小中 女性 高齢 一般

平成25年度 91 7,506 1,989 4,118 43 291 1,065

平成24年度 45 3,145 888 1,282 48 179 748

平成23年度 43 2,986 690 1,326 52 153 765

平成22年度 40 2,854 603 1,402 39 189 621

平成21年度 51 3,746 716 1,862 29 217 922

年　別
内　　　訳

資料４川崎区の自転車対策事業について
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1

平
へい

成
せい

26年
ねん

度
ど

第
だい

4回
かい

川
かわ

崎
さき

区
く

区
く

民
みん

会
かい

議
ぎ

専門
せんもん

部会
ぶか い

摘
てき

録
ろく

日
にち

 時
じ

：平
へい

成
せい

26年
ねん

11月
がつ

19日
にち

（水
すい

）午
ご

後
ご

1時
じ

00分
ぷん

場
ば

 所
しょ

：そなエリア
え り あ

東京
とうきょう

（東京
とうきょう

臨海
りんかい

広域
こういき

防災
ぼうさい

公園
こうえん

）

出
しゅっ

席
せき

者
しゃ

（敬
けい

称
しょう

略
りゃく

） 

 委
い

員
いん

6名
めい

   赤間
あか ま

靖夫
やす お

、新井
あら い

トキ
と き

子
こ

、戸村
とむ ら

正房
まさふさ

、埜瀬
の せ

晴美
はる み

、原
はら

千代子
ち よ こ

、原田
はら だ

歩
あゆむ

１ 視察
しさ つ

の概要
がいよう

・第
だい

4回
かい

専門
せんもん

部会
ぶか い

では、審議
しん ぎ

課題
かだ い

の分野
ぶん や

である「防災
ぼうさい

」に関
かん

する施設
しせ つ

の視察
しさ つ

を行
おこな

いました。視察
しさ つ

先
さき

は、防災
ぼうさい

体験
たいけん

学習
がくしゅう

施設
しせ つ

のある「そなエリア
え り あ

東京
とうきょう

（東京
とうきょう

臨海
りんかい

広域
こういき

防災
ぼうさい

公園
こうえん

）」です。

・「そなエリア
え り あ

東京
とうきょう

（東京
とうきょう

臨海
りんかい

広域
こういき

防災
ぼうさい

公園
こうえん

）」では、地震
じし ん

発生後
はっせいご

72時間
じか ん

をどう

生き残る
い  の こ  

かをテーマとした体験
たいけん

学習
がくしゅう

ツアー
つ あ ー

「東京
とうきょう

直下
ちょっか

72h」を実施
じっ し

していま

す。

・本
ほん

視察
しさ つ

では、はじめに、体験
たいけん

学習
がくしゅう

ツアー
つ あ ー

「東京
とうきょう

直下
ちょっか

72h」を体験
たいけん

しました。

・体験
たいけん

学習
がくしゅう

ツアー
つ あ ー

「東京
とうきょう

直下
ちょっか

72h」では、デパート
で ぱ ー と

のエレベーター
え れ べ ー た ー

の中
なか

で、

マグニチュード
ま ぐ に ち ゅ ー ど

7.3、最大
さいだい

震度
しん ど

6強
きょう

の首都
しゅ と

直下
ちょっか

地震
じし ん

が発生
はっせい

した設定
せってい

で、発災
はっさい

か

ら避難
ひな ん

場所
ばし ょ

まで移動
いど う

します。

・入口
いりぐち

で渡
わた

されたニンテンドー
に ん て ん ど ー

DSを使
つか

い、実際
じっさい

に被災
ひさ い

した街並
まち な

みを模
も

したフロア
ふ ろ あ

を歩
ある

きながら、画面
がめ ん

に出
だ

される防災
ぼうさい

に関
かん

するクイズ
く い ず

に答
こた

えて避難
ひな ん

場所
ばし ょ

へ進
すす

みま

した。

・体験
たいけん

学習
がくしゅう

ツアー
つ あ ー

を体験
たいけん

した後
あと

は、外出先
がいしゅつさき

で大地震
だいじしん

にあった姉
きょう

弟
だい

が数々
かずかず

の困難
こんなん

を乗り越えて
の  こ   

帰宅
きた く

するまでを描いた
え が   

映像
えいぞう

「東京
とうきょう

マグニチュード
ま ぐ に ち ゅ ー ど

8.0～東京
とうきょう

直下
ちょっか

72ｈ～」や防災
ぼうさい

や災害
さいがい

に関
かん

する展示
てん じ

を見
み

たり、災害
さいがい

が起
お

きた時
とき

に実際
じっさい

に

災害
さいがい

対策
たいさく

本部
ほん ぶ

として使
つか

われるオペレーションルーム
お ぺ れ ー し ょ ん る ー む

を見学
けんがく

したりしました。

そなエリア
え り あ

東 京
とうきょう

（東 京
とうきょう

臨海
りんかい

広域
こういき

防災
ぼうさい

公園
こうえん

）について 

・「そなエリア
え り あ

」とは、そなえる＋エリア
え り あ

の造語
ぞう ご

で、「ここでの体験
たいけん

と学 習
がくしゅう

を通
つう

じて、“災害
さいがい

をイメージ
い め ー じ

する力
ちから

”と“対応力
たいおうりょく

”を身
み

につけることで、災害
さいがい

への備
そな

えにつながる場所
ばしょ

」

を意味
い み

しています。

・東 京
とうきょう

臨海
りんかい

広域
こういき

防災
ぼうさい

公園
こうえん

は、首都
しゅと

直下
ちょっか

地震
じしん

等
とう

の大規模
だ い き ぼ

な災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

に、現地
げんち

にお

ける被災
ひさい

情報
じょうほう

のとりまとめや災害
さいがい

応急
おうきゅう

対策
たいさく

の調整
ちょうせい

を行
おこな

う「災害
さいがい

現地
げんち

対策
たいさく

本部
ほんぶ

」等
とう

が置
お

かれる首都
しゅと

圏
けん

広域
こういき

防災
ぼうさい

の支援
しえ ん

基地
き ち

となる防災
ぼうさい

拠点
きょてん

施設
しせつ

です。

資料５
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２ 視察
しさ つ

の様子
よう す

体験
たいけん

学 習
がくしゅう

ツアー
つ あ ー

の説明
せつめい

を受
う

ける様子
ようす

被災
ひさい

した市街地
し が い ち

のフロア
ふ ろ あ

でニンテンドー
に ん て ん ど ー

DSを使
つか

ってクイズ
く い ず

に答
こた

える様子
よう す

実際
じっさい

に災害
さいがい

対策
たいさく

本部
ほんぶ

として使
つか

われる

オペレーションルーム
お ぺ れ ー し ょ ん る ー む

防災
ぼうさい

や災害
さいがい

に関
かん

する

映像
えいぞう

を見
み

る様子
よ う す



3

様々
さまざま

な展示
てん じ

の様子
よ う す

東京
とうきょう

臨海
りんかい

広域
こういき

防災
ぼうさい

公園
こうえん

の様子
よ う す

午後
ご ご

2時
じ

30分
ふん

解散
かいさん

（以上
いじょう

）
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1

平
へい

成
せい

26年
ねん

度
ど

第
だい

５回
かい

川
かわ

崎
さき

区
く

区
く

民
みん

会
かい

議
ぎ

専門
せんもん

部会
ぶか い

摘
てき

録
ろく

日
にち

 時
じ

：平
へい

成
せい

26年
ねん

11月
がつ

26日
にち

（水
すい

）午
ご

後
ご

6時
じ

30分
ぷん

場
ば

 所
しょ

：教育文化会館
きょういくぶんかかいかん

出
しゅっ

席
せき

者
しゃ

（敬
けい

称
しょう

略
りゃく

） 

 委
い

員
いん

12名
めい

   赤間
あか ま

靖夫
やす お

、新井
あら い

一成
かずなり

、岩瀬絹代
いわ せ き ぬ よ

、埜瀬
の せ

晴美
はる み

、

   石渡勝朗
いしわたかつろう

、知念
ちね ん

ジョアンナ
じ ょ あ ん な

、中村紀美子
な か む ら き み こ

、朴昌浩
ぱくちゃんほ

、畑敏雄
はたとしお

、原
はら

千代子
ち よ こ

、

   森脇拓朗
もりわきたくろう

、山田義孝
やまだよしたか

１ 視察
しさ つ

の概要
がいよう

・「地域
ちい き

を育
はぐく

むまちづくり部会
ぶか い

」で審議
しん ぎ

テーマ
て ー ま

となっている「防災対策
ぼうさいたいさく

の充実
じゅうじつ

」

や「だれもがいきいき暮
く

らす部会
ぶか い

」で審議
しん ぎ

テーマ
て ー ま

となっている「外国人市民
がいこくじんしみん

も

暮
く

らしやすいまちづくり」の審議
しん ぎ

に関連
かんれん

する施設
しせ つ

の視察
しさ つ

を行
おこな

いました。視察
しさ つ

先
さき

は、教育文化会館
きょういくぶんかかいかん

で行なわ
おこ   

れている識字
しき じ

学級
がっきゅう

です。

(1)教育文化会館
きょういくぶんかかいかん

の識字学習活動
しきじがくしゅうかつどう

についての教育文化会館館長
きょういくぶんかかいかんかんちょう

からの説明
せつめい

・識字学習活動
しきじがくしゅうかつどう

は、多文化共生社会
たぶんかきょうせいしゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けて、外国人
がいこくじん

が学
まな

ぶだけでなく、

支援者
しえんしゃ

である日本人
にっぽんじん

も学
まな

び合
あ

い、交流
こうりゅう

することを目的
もくてき

としています。

・年間
ねんかん

40回
かい

、自主的
じしゅてき

な活動
かつどう

が 4回
かい

開催
かいさい

されています。その他
ほか

、サマーパーティ
さ ま ー ぱ ー て ぃ

や

ウインターパーティ
う い ん た ー ぱ ー て ぃ

の開催
かいさい

や、浴衣
ゆか た

を着
き

る会
かい

など、日本
にほ ん

文化
ぶん か

に触
ふ

れる機会
きか い

もあ

ります。

・識字学習活動
しきじがくしゅうかつどう

は、受講
じゅこう

無料
むりょう

で、保育
ほい く

サービスもあり、短期滞在者
たんきたいざいしゃ

が参加
さん か

するこ

とも可能
かの う

です。

・学習者
がくしゅうしゃ

の居住地
きょじゅうち

は川崎区
かわさきく

が最
もっと

も多
おお

くなっていますが、他
ほか

の区
く

や市外
しが い

から来
き

て

いる人
ひと

もいます。

・2013年
ねん

の年間登録者数
ねんかんとうろくしゃすう

は 226名
めい

、平均参加者数
へいきんさんかしゃすう

は 42.3名
めい

となっており、他
ほか

の

市民館
しみんかん

と比
くら

べて多
おお

くなっています。推移
すい い

をみるとリーマン
り ー ま ん

・ショック
し ょ っ く

後
ご

に人数
にんずう

が少
すく

なくなっています。

・国別
くにべつ

でみると、インド
い ん ど

、中国
ちゅうごく

、フィリピン
ふ ぃ り ぴ ん

、ベトナム
べ と な む

の方
かた

が多
おお

くなっていま

す。北部
ほく ぶ

地域
ちい き

は定住型
ていじゅうがた

の方
かた

が多
おお

いのに比
くら

べ、教育文化会館
きょういくぶんかかいかん

では仕事
しご と

で来日
らいにち

し

ている方
かた

が多
おお

くなっているようです。
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(2)ふれあい館
かん

の識字学習活動
しきじがくしゅうかつどう

についての原部会長
はらぶかいちょう

からの説明
せつめい

・川崎区
かわさきく

ふれあい館
かん

の識字学級
しきじがっきゅう

は火曜日
か よ う び

と金曜日
きんようび

の昼間
ひる ま

に実施
じっ し

しています。参加
さん か

人数
にんずう

は年間
ねんかん

のべ 130名
めい

となっています。出席
しゅっせき

は平均
へいきん

30名
めい

程度
てい ど

で、年間
ねんかん

で定期的
ていきてき

に来
き

ている人
ひと

は少
すく

なく、定着率
ていちゃくりつ

が低い
ひく  

のが課題
かだ い

。

・フィリピン
ふ ぃ り ぴ ん

と中国
ちゅうごく

の方
かた

が多
おお

く、配偶者
はいぐうしゃ

が日本人
にっぽんじん

の場合
ばあ い

が多
おお

く、子
こ

どもは

日本国籍
にほんこくせき

で家庭内
かていない

で多文化共生
たぶんかきょうせい

となっています。

・きちんと日本語
に ほ ん ご

を学
まな

ぶ初
はじ

めての場
ば

が識字学級
しきじがっきゅう

という方
かた

がほとんど。

・今年
こと し

の６月
  がつ

に外国人
がいこくじん

市民
しみ ん

を対象
たいしょう

とした防災
ぼうさい

学習
がくしゅう

を実施
じっ し

しました。40人
にん

の

外国人
がいこくじん

が参加
さん か

しましたが、自分
じぶ ん

の名前
なま え

、住所
じゅうしょ

が書
か

けない人
ひと

が 7割
わり

いました。

このため、外国人
がいこくじん

に防災
ぼうさい

のことをもっと学
まな

んでもらうことが大切
たいせつ

。

・市内
しな い

の外国人
がいこくじん

12,000人
にん

のうち、3分
ぶん

の 1 ぐらいは識字学級
しきじがっきゅう

に来
き

ていることにな

るので、そこで防災
ぼうさい

学習
がくしゅう

を行
おこな

うことが重要
じゅうよう

だと思
おも

います。

・外国
がいこく

につながる子
こ

どもたちの学習
がくしゅう

が課題
かだ い

になっています。40名
めい

ぐらいの子
こ

ど

もたちが来
き

ています。母親
ははおや

の日本語
に ほ ん ご

ができていないことが課題
かだ い

と言
い

えます。

(3)質疑応答
しつぎおうとう

Ｑ１：資料
しりょう

をみると居 住 状 況
きょじゅうじょうきょう

が不明
ふめ い

という方
かた

がいますが？

 →記入
きにゅう

がない場合
ばあ い

は不明
ふめ い

となっています。字
じ

にして書
か

けない場合
ばあ い

もあります。

 →ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

が手伝
てつ だ

うので、不明
ふめ い

は書
か

けないからではないと思
おも

います。

Ｑ２：どのように周知
しゅうち

していますか？

 →外国人
がいこくじん

には川崎市
かわさきし

や区
く

の窓口
まどぐち

で日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

ガイド
が い ど

を配布
はい ふ

しています。転入
てんにゅう

時
じ

に配布
はい ふ

しているウェルカムセットに識字学習の案内が入っている。

Ｑ３：外国人
がいこくじん

がボランディア
ぼ ら ん で ぃ あ

に来
き

て教
おし

えることはありますか？

 →にほんごひろばでは外国人
がいこくじん

が教
おし

えるケース
け ー す

はありません。日本人
にっぽんじん

が外国人
がいこくじん

と

ふれあう場
ば

と位置
い ち

づけています。

 →通訳
つうやく

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

では識字学級
しきじがっきゅう

で学
まな

んだ外国人
がいこくじん

がボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

で参加
さん か

して

います。

 →病院
びょういん

での通訳
つうやく

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

などは、外国人
がいこくじん

がボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

で来
き

ています。

 →病気
びょうき

や災害
さいがい

、ゴミ
ご み

など言葉
こと ば

がわからないと生
い

きる上
うえ

で大変
たいへん

なことが多
おお

いと思
おも

います。

Ｑ４：イベント
い べ ん と

に一般
いっぱん

の外国人
がいこくじん

が参加
さん か

しますか？
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 →識字学級
しきじがっきゅう

に来
き

ている方
かた

の友
とも

だちが参加
さん か

することがあります。70 80人
にん

ぐらい

です。

Ｑ５：クラス
く ら す

はどうやって分
わ

けていますか？

 →習熟度
しゅうじゅくど

によってＡ～Ｃの３段階
だんかい

に分
わ

かれています。Ａは初心者
しょしんしゃ

です。

 →Ａの人
ひと

が一番
いちばん

流動的
りゅうどうてき

で、登録者
とうろくしゃ

が多
おお

くなっています。

 →短
みじか

い時間
じか ん

であっても川崎区
かわさきく

に住
す

んでよかったと思
おも

ってもらえるように運営
うんえい

しています。

 →クラス
く ら す

分
わ

けは最初
さいしょ

の面談
めんだん

でボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

か職員
しょくいん

がやっています。

Ｑ６：困
こま

ったことを相談
そうだん

されることもありますか？

 →あります。ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

も勉強
べんきょう

して対応
たいおう

できるようにしています。

 →ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

も成長
せいちょう

できるし楽
たの

しめるということだと思
おも

います。

Ｑ７：外国人
がいこくじん

登録
とうろく

した人
ひと

のうち、参加
さん か

する割合
わりあい

はどれくらいですか？

 →具体的
ぐたいてき

な数値
すう ち

は今
いま

は分
わ

かりませんが、区役所
くやくしょ

でウエルカムセット
う え る か む せ っ と

を配
くば

ってい

て、興味
きょうみ

のある人
ひと

が来
き

ています。

Ｑ８：保育
ほい く

はありますか？

 →保育
ほい く

の用意
よう い

はあります。若
わか

い母親
ははおや

の学習
がくしゅう

の権利
けん り

を保証
ほしょう

することは重要
じゅうよう

だと

思
おも

います。

(4)視察
しさ つ

を終
お

えての感想
かんそう

・識字
しき じ

学級
がっきゅう

をやっていることを知
し

りませんでした。外国
がいこく

から来
き

て日本
にほ ん

で生活
せいかつ

す

るのは大変
たいへん

だと思
おも

いました。学校
がっこう

と違
ちが

うので支援者
しえんしゃ

も大変
たいへん

だと思
おも

いました。

・見学
けんがく

してびっくりしました。クラス
く ら す

で習熟度
しゅうじゅくど

が違
ちが

っているのを実感
じっかん

しました。

・熱心
ねっしん

に学
まな

んでいる姿
すがた

を見
み

て感心
かんしん

しました。ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

が笑顔
えが お

で対応
たいおう

してい

るので、日本
にほ ん

の印象
いんしょう

がよくなると思
おも

いました。

・感動
かんどう

しました。クラス
く ら す

によって違
ちが

っていると思
おも

いました。ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

がわか

るまで教
おし

える姿
すがた

に感動
かんどう

しました。自分
じぶ ん

も何
なに

か役
やく

に立
た

てないか考
かんが

えてしまいま

した。

・始
はじ

めて見学
けんがく

しました。たまたま同級生
どうきゅうせい

が教
おし

えていたので驚
おどろ

きました。Ｃクラス
く ら す

は幅広
はばひろ

く教
おし

えていて、教
おし

える方
ほう

がいろいろなことを知
し

らないと務
つと

まらないと思
おも

いました。同級生
どうきゅうせい

に聞
き

くと中国語
ちゅうごくご

を教
おし

えてもらっているそうで、お互
たが

いに教
おし

え

あっているようでした。
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・生活
せいかつ

をする人
ひと

が急
いそ

いで来
く

るところなので、真剣
しんけん

さが違
ちが

うと思
おも

いました。

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

の人
ひと

たちがすごいと改
あらた

めて思
おも

いました。私
わたし

たちは次
つぎ

のステップ
す て っ ぷ

を考
かんが

えなければいけないと思
おも

いました。

・外国人
がいこくじん

市民代表者会議
しみんだいひょうしゃかいぎ

で視察
しさ つ

したことがありますが、今日
きょ う

のような天候
てんこう

でも来
き

ていて真剣
しんけん

さがあると思
おも

いました。Ａクラス
く ら す

はマンツーマン
ま ん つ ー ま ん

でやっていて、

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

が大変
たいへん

だと思
おも

いました。いろいろな仕組
し く

みがあるのに知
し

られてい

ないので、広
ひろ

げていくことが重要
じゅうよう

だと思
おも

いました。

・ベトナム
べ と な む

の人
ひと

と2人
ふたり

で旅行
りょこう

したことがあり、お互
たが

い辞書
じし ょ

を使
つか

いながら話
はな

したこ

とがあります。また、外国人
がいこくじん

に家
いえ

を紹介
しょうかい

することもあります。家
いえ

には日本
にほ ん

の

文化
ぶん か

が凝 縮
ぎょうしゅく

されているので、家
いえ

の見学
けんがく

などもいいのではないでしょうか。

・教育文化会館
きょういくぶんかかいかん

の識字学級
しきじがっきゅう

も 20年
ねん

ぐらいたっていると思
おも

います。ふれあい館
かん

と

共同
きょうどう

で研修会
けんしゅうかい

をやっています。ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

は仕事
しご と

を持
も

ちながらやっている

し、学
まな

び合
あ

う貴重
きちょう

な場所
ばし ょ

だと思
おも

います。超
こ

えられない壁
かべ

があると思
おも

うので、課題
かだ い

解決
かいけつ

に向
む

けていろいろなことができないかと思
おも

っています。

・昔
むかし

はオモニ
お も に

などの高齢者
こうれいしゃ

の識字学級
しきじがっきゅう

というイメージ
い め ー じ

がありましたが、学習者
がくしゅうしゃ

が変
か

わっていると思
おも

いました。ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

が一方的
いっぽうてき

に教
おし

えているのではなく、

教材
きょうざい

を用意
よう い

して会話
かい わ

していると思
おも

いました。我々
われわれ

も相手
あい て

が欲
ほっ

していることを

把握
はあ く

してやっていく必要
ひつよう

があると思
おも

いました。

・学習者
がくしゅうしゃ

が真剣
しんけん

だと思
おも

いました。ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

はマニュアル
ま に ゅ あ る

があるのか、どう

やって教
おそ

えているのか興味
きょうみ

がありました。

(5)副区長
ふくくちょう

あいさつ

・現場
げん ば

を見
み

たのは始
はじ

めてでした。ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

が工夫
くふ う

して生活
せいかつ

に密着
みっちゃく

した内容
ないよう

を

用意
よう い

していることに感心
かんしん

しました。一緒
いっしょ

に学
まな

び合
あ

っている姿
すがた

が印象的
いんしょうてき

でした。

・次
つぎ

のステップ
す て っ ぷ

につなげることが大事
だい じ

だという意見
いけ ん

がありましたが、区民会議
くみ ん か い ぎ

と

して次
つぎ

にどうつなげていくかが重要
じゅうよう

だと思
おも

います。貴重
きちょう

な体験
たいけん

をしたと思
おも

い

ました。
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２ 視察
しさ つ

の様子
よう す

（以上
いじょう

）

教室
きょうしつ

の様子
ようす

教育文化会館館長
きょういくぶんかかいかんかんちょう

による説明
せつめい

の様子
ようす



平成
へいせい

２６年度
  ね ん ど

 川崎区
かわさきく

区民
く み ん

会議
か い ぎ

フォーラム
ふ ぉ ー ら む

（案
あん

） 

１ 目
もく

  的
てき

  区民
く み ん

会議
か い ぎ

の審議
し ん ぎ

内容
ないよう

について、区民
く み ん

から意見
い け ん

を出して
だ   

もらうことにより、

区民
く み ん

の参加
さ ん か

と協働
きょうどう

による地域
ち い き

の課題
か だ い

解決
かいけつ

に寄与
き よ

すること及び
お よ  

区民
く み ん

会議
か い ぎ

の

存在
そんざい

を広く
ひ ろ  

知って
し   

もらうことを目的
もくてき

に開催
かいさい

する。

２ 主
しゅ

  催
さい

  川崎区
かわさ き く

区民
く み ん

会議
か い ぎ

３ 日
にち

  時
じ

  平成
へいせい

２７年
  ね ん

２月
 が つ

２１日
  に ち

（土
ど

）または２８日
  に ち

（土
ど

） 

１４時
  じ

～１６時
  じ

（予定
よ て い

） 

４ 場
ば

  所
しょ

  第４
だ い  

庁舎
ちょうしゃ

２階
 か い

ホール
ほ ー る

など

５ 内
ない

  容
よう

（１）主催者
しゅさいしゃ

あいさつ（３分
 ぷ ん

）

（２）第５期
だ い ５ き

区民
く み ん

会議
か い ぎ

の審議
し ん ぎ

・取組
とりくみ

状 況
じょうきょう

の報告
ほうこく

（３０分
  ぷ ん

）

ア
あ

 地域
ち い き

を育む
は ぐ く

まちづくり部会
ぶ か い

からの報告
ほうこく

イ
い

 誰
だれ

もがいきいき暮らす
く   

部会
ぶ か い

からの報告
ほうこく

ウ
う

 各部会
かくぶ か い

の審議
し ん ぎ

課題
か だ い

に関係
かんけい

する区内の団体
だんたい

に依頼
い ら い

し、コメント
こ め ん と

を頂く
いただ 

  （例えば
た と   

、町内会
ちょうないかい

、民生
みんせい

委員
い い ん

、自主
じ し ゅ

防災
ぼうさい

組織
そ し き

、公園
こうえん

管理
か ん り

運営協
うんえいきょう

議会
ぎ か い

、外国人
がいこくじん

支援
し え ん

団体
だんたい

など）

（３）環境
かんきょう

ポスターコンクール
ぽ す た ー こ ん く ー る

表彰式
ひょうしょうしき

（１５分
  ふ ん

）

    地球
ちきゅう

環境
かんきょう

問題
もんだい

の啓発
けいはつ

を目的
もくてき

とした小学校
しょうがっこう

５・６年生
   ね ん せ い

が対象
たいしょう

のポスターコンクール
ぽ す た ー こ ん く ー る

の表彰式
ひょうしょうしき

（４）集 客
しゅうきゃく

イベント
い べ ん と

：落語
ら く ご

（４０分）

テーマ
て ー ま

：こども向け
   む  

落語
ら く ご

、防災
ぼうさい

・防犯
ぼうはん

、健康
けんこう

に関する
か ん   

落語
ら く ご

など

講師
こ う し

：未定
み て い

（５）第５期
だ い ５ き

区民
く み ん

会議
か い ぎ

の審議
し ん ぎ

・取組
とりくみ

状 況
じょうきょう

のシール
し ー る

投票
とうひょう

（開始
か い し

から終 了
しゅうりょう

まで）

区民
く み ん

会議
か い ぎ

の審議
し ん ぎ

内容
ないよう

をまとめたパネル
ぱ ね る

を作成
さくせい

し、シール
し ー る

投票
とうひょう

や付箋
ふ せ ん

に意見
い け ん

を

書いて
か   

もらい、審議
し ん ぎ

課題
か だ い

の周知
しゅうち

と広聴
こうちょう

を実施
じ っ し

資料６ 



【参考】



審議
しんぎ　　　すけじゅーる

スケジュール

年度
ねんど

月
つき

４月
   がつ

５月
がつ

６月
がつ

７月
がつ

８月
がつ

９月
がつ

１０月
がつ

１１月
がつ

１２月
がつ

１月
がつ

２月
がつ

３月
がつ

全体
ぜんたい

会議
  かいぎ

（予定
よてい

） 第
だい

１回
かい

第
だい

２回
かい

第
だい

３回
かい

区民
くみん

会
かい

議
ぎ

フォーラム ○

専門
せんもん

部会
  ぶかい

（予定
よてい

） 第
だい

１回
かい

第
だい

２回
かい

第
だい

３回
かい

第
だい

４、５回
かい

第
だい

６回
かい

第
だい

７回
かい

第
だい

８回
かい

メモ欄
らん

年度
ねんど

月
つき

４月
   がつ

５月
がつ

６月
がつ

７月
がつ

８月
がつ

１０月
がつ

１１月
がつ

１２月
がつ

１月
がつ

２月
がつ

３月
がつ

全体
ぜんたい

会議
  かいぎ

（予定
よてい

） 第
だい

１回
かい

第
だい

２回
かい

第
だい

３回
かい

第
だい

４回
かい

区民
くみん

会
かい

議
ぎ

フォーラム ○

専門
せんもん

部会
  ぶかい

（予定
よてい

） 第
だい

１回
かい

第
だい

２回
かい

第
だい

３回
かい

第
だい

４回
かい

第
だい

５回
かい

第
だい

６回
かい

平成
へいせい

２６年度
ねんど

平成
へいせい

２７年度
ねんど

調査
ちょうさ

審議
しんぎ

（例
れい

）

調査
ちょうさ

審議
しんぎ

（例
れい

）

メモ欄
らん

※１年間で結論・成果が出せる課題は中間報告までにまとめる。
その後、平成２７年度１年間で結論が出せそうな課題を部会毎に追加することも可。

※平成２６年度の審議状況に応じて、適宜、スケジュールを変更することも可。

資料７
しりょう

視察・ヒアリングを実施

最終報告（案）の取りまとめ

課題解決策、手法の検討
かだいかいけつさく しゅほう けんとう

さいしゅうほうこくあん と

審議課題の選定
しんぎかだい せんてい

資料・情報の収集、関係機関へのヒアリング、視察、課題の分析

課題解決策、手法の検討 ※

中間報告（案）の取りまとめ

しりょう じょうほう しゅうしゅう かんけいきかん ひありんぐ しさつ かだい ぶんせき

かだいかいけつさく しゅほう けんとう

ちゅうかんほうこくあん と



地域
ちいき

いき

1 赤間
あかま

　靖
やす

夫
  お

団体推薦【(7)地域組織・まちづくり】
だんたいすいせん　　　ちいきそしき

川崎区まちづくりクラブ
　かわさきく　　　　　　　　　　　　　　　　  く　ら　ぶ

○

2 新井
あらい

　一
かず

成
  なり

公募
こうぼ

－ ○

3 新井
あらい   　ときこ

　トキ子 団体推薦【(1)防災・地域交通】
だんたいすいせん  ぼうさい ちいきこうつう

川崎
かわさきく　　あんぜん　　あんしん　　　　　　　　　　　　　　すいしんきょうぎかい

区安全・安心まちづくり推進協議会 ○

4 荒巻
あらまき

　裕
ゆう

子
こ

区長
くちょう

選任
せんにん

（子
こ

ども関係
かんけい

） － ○

5 石渡
いしわた

　勝朗
 かつろう

団体推薦【(2)福祉・健康】
だんたいすいせん        ふくし      けんこう

川崎区保護司会
かわさきく　　　　　ほごしかい

○

6 岩瀬
いわせ

　絹
きぬ

代
  よ

公募
こうぼ

－ ○

7 金岩
かないわ

　勇夫
いさお

団体推薦【(6)文化・観光】
だんたいすいせん　　　ぶんか　　かんこう

かわさき歴史
れきし

ガイド協会
きょうかい

○

8 知念
ちねん

　ジョアンナ
じょあんな

区長
くちょう

選任
せんにん

（外国
がいこく

人
じん

市民
しみん

） － ○

9 塚原
つかはら

　晴美
はるみ

団体推薦【(3)子育て・教育】
だんたいすいせん       こそだ          きょういく

川崎区ＰＴＡ協議会
かわさきく　　　　　　　　　　  きょうぎかい

○

10 戸
と

村
むら

　正
まさ

房
 ふさ

団体推薦【(5)産業・まちの活力】
だんたいすいせん     さんぎょう                 かつりょく

かわさきタウンマネージメント
   た   う  ん   ま   ね   ー   じ   め   ん   と

機関
きかん

○

11 中村
なかむら

　紀
き

美
み

子
こ

団体推薦【(6)文化・観光】
だんたいすいせん　　　ぶんか　　かんこう

川崎
かわさき

区
く

文化
ぶんか

協会
きょうかい

○

12 埜
の

瀬
せ

　晴美
はるみ

公募
こうぼ

－ ○

13 朴
ぱく

　昌
ちゃん

浩
　　ほ

公募
こうぼ

－ ○

14 畑
はた

　敏雄
としお

団体推薦【(2)福祉・健康】
だんたいすいせん        ふくし      けんこう

川崎市
かわさきし

川崎区
かわさきく

社会
しゃかい

福祉
ふくし

協議会
きょうぎかい

○

15 原
はら

　千代子
ちよこ

区長
くちょう

選任
せんにん

（多
た

文化
ぶんか

共生
きょうせい

、子
　こ

ども関係
かんけい

） － ○

16 原田
はらだ

　歩
あゆむ

団体推薦【(4)自然・生活環境】
だんたいすいせん       しぜん     せいかつかんきょう

川崎
かわさき

区
く

市民
しみん

健康
けんこう

の森
もり

海風
かいふう

の森
もり

をＭＡＺＵつくる会
かい ○

17 深瀬
ふかせ

　欣之助
きんのすけ

団体推薦【(7)地域組織・まちづくり】
だんたいすいせん　　　ちいきそしき

川崎区連合町内会
かわさきく　れんごうちょうないかい

○

18 森脇
もりわき

　卓郎
たくろう

区長
くちょう

選任
せんにん

（高齢者
こうれいしゃ

関係
　かんけい

） － ○

19 山田
やまだ

　義
よし

孝
　たか

団体推薦【(3)子育て・教育】
だんたいすいせん       こそだ          きょういく

川崎区民生委員児童委員協議会
かわさきく　　みんせい　いいん　じどう　いいん　　きょうぎかい

○

※「地域
ちいき

」：地域
ちいき

を育
はぐく

むまちづくり部会
ぶかい

、「いき」：だれもがいきいき暮
く

らす部会
ぶかい

部会
ぶかい

※

第
だい

５期
き

川崎区
かわさきく

区民
くみん

会議
かいぎ

委員
いいん

名簿
めいぼ

任期
にんき

：平成
へいせい

２６年
ねんがつ ついたち

４月１日から平成
へいせい

２８年
ねん

３月
がつ

３１日
にち

まで

№ 氏名
シメイ

分野
　ぶんや

推薦団体
すいせんだんたい

別紙１
べっし



地域
ちいき

を育
はぐく

むまちづくり部会
ぶ　か　い

　座席
　ざ　せ　き

表
ひょう

新井一成委員

別紙２

事務局事務局

埜瀬委員
のせいいん

岩瀬委員
いわせいいん

金岩委員
かないわいいん

ふかせいいん

深瀬委員

はらだいいん

原田委員
あらい かずなり いいん

北
沢
副
区
長

き
た
ざ
わ
ふ
く
く
ち
ょ
う

長
沼
企
画
課
長

な
が
ぬ
ま
き
か
く
か
ち
ょ
う

戸
村
部
会
長

と
む
ら
ぶ
か
い
ち
ょ
う

じむきょくじむきょく

べっし

赤間委員
あかまいいん

つかはらいいん

塚原委員


